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◆パネルディスカッション◆   

「『老い』プロセスにある生と死～介護から見える最期の風景～」 

菊地雅洋(北海道介護福祉道場あかい花)/宮崎直人(グループホームアウル)/佐々木聖子(株式会社日本レーベン)  

◆トークライブ◆ 

「『おひとり様』化する死の諸相～無縁社会から有縁社会へ～」 

袴田俊英(曹洞宗月宗寺)/櫻井儀秀(北海道大学大学院) 

◆教育講演◆ 

1.「家族のこころに届くケア」下稲葉かおり(モナシュ大学) 

2.「ことほぐいのち～高齢期における看取り～」村瀬孝生(特別養護老人ホームよりあいの森) 

3.「『降りゆくケア』としての当事者研究～べてるの家の歩みと実践から～」向谷地生良(北海道医療大学)  

4.「長寿社会における平穏な最期を支援する医療のあり方～厚労省及び学会ガイドラインが示すこと～」会田薫子(東京大学大学院)  

5.「『生きること 死ぬこと』～小児科医の立場から～」細谷亮太(細谷医院) 

6.「Whole Person Care による臨床と教育のパラダイムシフト」恒藤 暁(京都大学附属病院) 

7.「認知症患者の終末期医療と介護」宮本礼子(桜台明日香病院) 

◆ワークショップ◆ 

1.「ケアの現場におけるアートの可能性」 

ブルース・ダーリング(アートと高齢社会研究室)/日野間尋子(画家) 

2.「ビギナーのための人生最終段階の患者とのコミュニケーション～対象者と援助者自身の『今ここ』に出会う～」 

田村里子(WITH 医療福祉実践研究所) 

3.「Safe Community of Inquiry と死の臨床」 

本間直樹(大阪大学)/高橋 綾(大阪大学)/田村恵子(京都大学大学院)/二見典子（いいケア研究所） 

新幡智子(慶應義塾大学)/市原香織(京都大学医学部付属病院)/柏谷優子(辻仲病院柏の葉) 

◆セミナー◆ 

1.「人生の最終段階に関わる意思決定支援～Advance care planningを超えて～」阿部泰之(旭川医科大学病院)  

2.「看護師と在宅介護者の燃え尽きとその予防」カール・ベッカー(京都大学大学院) 

3.「在宅ホスピスボランティア 成功例に学ぶ～地域づくり、医療・介護連携から生まれる～」石口房子(広島県地域保健医療推進機構) 

4.「日本における自然葬としての樹木葬の可能性と課題」上田裕文(札幌市立大学)  

5.「死の臨床の実存的苦悩と実存的希望～死の臨床におけるロゴセラピー(実存分析)を軸にしたガイドとして～」 

川野真司（Professional Development Diplomate of Logotherapy in Canadian Institute of Logotherapy） 

6.「ターミナルセデーションの意義と問題点」池永昌之(淀川キリスト教病院ホスピス・こどもホスピス病院) 

7.「在宅での看取り～共にいることができる訪問看護師の力」平原優美(あすか山訪問看護ステーション)  

8.「ぬくもりとほほえみの中で～僧侶の関わった症例から～（仮）」長倉伯博(浄土真宗本願寺派善福寺) 

9.「スピリチュアリティを支えるリハビリテーション～理学療法士の立場から～」林 邦男(栄光病院) 

10.「『食』を通したライフレビュー～失敗からのスタート～」相馬梨沙(洞爺温泉病院) 

◆演奏とおはなし◆  

「『あなたのこころの色はいのちの色していますか』～ホスピスでの実践からのメッセージ～」池田千鶴子(ハープ奏者) 

◆音の輪◆  

Ⅰ「音の造形」大平まゆみ(札幌交響楽団) 

Ⅱ「ことばと音」中山ヒサ子(NPO 法人和･ハーモニー) 他 

Ⅲ「北の音」荏原小百合(北海道大学大学院) 

◆音楽と音楽療法◆   

1.「終末期の音楽療法～最期のひと時を共に奏でる～」北川美歩(信愛病院) 

2.「音楽の中に共にあること～ALS 患者と共に～」中山ヒサ子(NPO 法人和･ハーモニー) 

◆コンサート◆ 

「ランチコンサート」「エンディングコンサート」アンサンブルグループ 奏楽（そら） 

 


